
『源平闘諍録』における略述性

高 山 利 弘

日本文化研究室

Abbreviated expression in“Genpei-tojoroku”

Toshihiro TAKAYAMA
 

Japanese Culture

群馬大学社会情報学部研究論集

第16巻 165～175頁 別刷

2009年３月31日

reprinted from
 

JOURNAL OF SOCIAL AND INFORMATION STUDIES
 

No.16  pp.165―175
 

Faculty of Social and Information Studies
 

Gunma University
 

Maebashi,Japan
 

March 31,2009



― ―165

群馬大学社会情報学部研究論集 第16巻 165―175頁 2009

【研究ノート】

『源平闘諍録』における略述性

高 山 利 弘

日本文化研究室

Abbreviated expression in“Genpei-tojoroku”

Toshihiro TAKAYAMA
 

Japanese Culture

 

Abstract

 

About “Genpei-tojoroku”that is one different text on “heike-monogatari”,this paper deals
 

with the problems of the abbreviation expression.

要 旨

本論文は、『平家物語』の一異本である『源平闘諍録』について、その略述表現をめぐる問題を論じ

たものである。



【
研
究
ノ
ー
ト
】

『
源
平
闘
諍
録
』
に
お
け
る
略
述
性

高

山

利

弘

日
本
文
化
研
究
室

一

『
平
家
物
語
』
の
一
異
本
『
源
平
闘
諍
録
』（
以
下
、『
闘
諍
録
』
と
略
す
）

は
、
千
葉
氏
を
中
心
と
す
る
東
国
武
士
団
の
伝
承
が
数
多
く
取
り
込
ま
れ
た
、

特
異
な
真
名
字
表
記
を
と
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
存
本
文
は
巻
一
之
上
・
下
、
巻
五
、
巻
八
之
上
・
下
の
五
巻
の

み
で
あ
り
、
一
般
の
『
平
家
物
語
』
の
よ
う
に
、
物
語
と
し
て
完
結
し
た
内
容

と
は
い
え
な
い
こ
と
、
し
か
も
独
自
の
巻
立
て
を
と
っ
て
い
る
こ
と
等
の
た
め

か
、
従
来
か
ら
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
平
家
物
語
研
究
者
は
多
く

は
な
く
、
そ
の
状
況
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
文
学
研
究
の
側
で
は
、
長
ら
く
研
究
が
停
滞
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
と
い
え
る
の
だ
が
、
近
年
は
、
歴
史
学
研
究
の
分
野
か
ら
、『
闘
諍
録
』

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
独
自
の
東
国
記
事
あ
る
い
は
伝
承
の
分
析
を
通
し

て
、『
闘
諍
録
』の
成
立
年
代
に
つ
い
て
の
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ

れ
る
。

現
存
の
『
闘
諍
録
』
は
、
巻
一
之
下
に
は
「
本
云
建
武
四
年
二
月
八
日

文

和
四
年
三
月
廿
三
日
書
之
也
」と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
建
武

四
（
一
三
三
七
）
年
」
の
奥
書
を
有
す
る
本
文
を
、「
文
和
四
（
一
三
五
五
）
年
」

に
転
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
両
者
の
隔
た
り
は
十
八
年
と
比
較
的
近
い
こ

と
に
な
る
が
、
福
田
豊
彦
氏
は
巻
五
に
見
え
る
、
千
葉
氏
の
危
機
を
妙
見
菩
薩

が
救
っ
た
と
い
う
独
自
説
話
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
説
話
の
成
立
時
期
を
十
三

世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
と
見
、『
闘
諍
録
』の
成
立
は
、
こ
の
奥
書
に
近
い

頃
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。

１
）

一
方
、
野
口
実
氏
は
、
千
葉
氏
の
妙
見
信

仰
が
か
な
り
古
い
段
階
に
ま
で
遡
り
う
る
と
の
外
部
徴
証
か
ら
、『
闘
諍
録
』の

成
立
時
期
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
、
十
三
世
紀
半
ば
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
う

見
解
を
示
さ
れ
た
。

２
）

そ
の
後
、
両
氏
は
成
立
時
期
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
る
が
、

３
）

決
着
を
見
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

『
闘
諍
録
』
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
福
田
氏
と
野
口
氏
の
見
解
に
は
、
お
よ

そ
数
十
年
の
隔
た
り
が
あ
る
。
た
だ
し
、『
闘
諍
録
』に
は
妙
見
説
話
の
摂
取
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
千
葉
氏
一
族
の
統
合

『源平闘諍録』における略述性

― ―166



を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
お
お
む
ね
一
致
し
て
お
り
、
と
も
に

共
通
認
識
と
い
え
る
。
妙
見
説
話
の
成
立
時
期
を
ど
う
見
る
か
に
よ
っ
て
、
数

十
年
の
隔
た
り
が
生
じ
る
こ
と
も
、
そ
の
意
味
で
は
や
む
を
得
な
い
と
も
い
え

る
が
、
両
者
の
主
張
の
対
立
は
、
千
葉
氏
一
族
の
危
機
を
ど
の
あ
た
り
に
見
定

め
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
の
相
違
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
文
学
テ
キ
ス
ト
を
離
れ
た
歴
史
事
実
の
認
定
は
、
文
学
研
究
の
側

か
ら
は
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
歴
史
学
研
究
か
ら
提
示
さ
れ
た
成
立
時
期

を
め
ぐ
る
仮
説
に
対
し
て
は
、
文
学
研
究
の
側
か
ら
の
検
証
が
な
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。千
葉
氏
関
係
記
事
が
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
闘
諍
録
』

が
東
国
に
お
い
て
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た
『
平
家

物
語
』
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
基

本
的
事
項
と
し
て
お
お
む
ね
認
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
特
に
後
者
の
問
題
｜
｜『
闘
諍
録
』
が
依
拠
し
た
『
平
家
物
語
』
テ
キ
ス
ト

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、『
平
家
物
語
』の
諸
本
研
究
の

状
況
と
も
か
か
わ
り
、
現
在
、
大
き
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

見
解
の
相
違
は
あ
る
に
せ
よ
、『
闘
諍
録
』の
成
立
を
十
三
世
紀
〜
十
四
世
紀

と
見
る
場
合
、『
闘
諍
録
』
が
依
拠
し
た
可
能
性
の
あ
る
『
平
家
物
語
』
テ
キ
ス

ト
と
し
て
、
延
慶
二
、
三
（
一
三
〇
九
、
一
〇
）
年
の
奥
書
を
有
す
る
延
慶
本

平
家
物
語
（
以
下
、
延
慶
本
）
が
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
自
然
な
成
り
行
き
で

あ
ろ
う
。

現
存
の
延
慶
本
は
、
そ
の
奥
書
か
ら
、
延
慶
二
、
三
（
一
三
〇
九
、
一
〇
）

年
に
書
写
さ
れ
た
本
文
を
、
さ
ら
に
応
永
二
十
六
、
七
（
一
四
一
九
、
二
〇
）

年
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
の
年
次
を
信
ず
る

な
ら
ば
、
建
武
四
年
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
『
闘
諍
録
』
に
先
立
つ
二

十
八
年
前
に
は
延
慶
本
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
明
確
か
つ
時
間
的
に

も
近
接
す
る
こ
れ
ら
の
書
写
年
次
の
記
述
は
、
両
者
の
関
係
を
考
え
る
上
で
か

な
り
の
説
得
力
を
持
つ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

初
の
注
釈
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
講
談
社
学
術
文
庫
『
源
平
闘
諍
録
全
注
釈

（
上
・
下
）』（
福
田
豊
彦
・
服
部
幸
造
、
一
九
九
九
）
で
は
、
こ
う
し
た
状
況

を
ふ
ま
え
て
、

「
延
慶
本
」
に
近
い
平
家
物
語
が
東
国
に
流
布
し
、『
闘
諍
録
』
原
本
の
底

本
と
さ
れ
た
…
…
。

（
下
巻
「
あ
と
が
き
」

五
四
二
ペ
ー
ジ
）

と
記
さ
れ
、『
闘
諍
録
』
本
文
を
、
東
国
流
布
の
延
慶
本
的
な
『
平
家
物
語
』
本

文
か
ら
の
省
筆
・
略
述
と
い
う
視
点
で
捉
え
て
い
る
。
従
来
、
延
慶
本
を
め
ぐ
っ

て
は
、
現
存
の
応
永
書
写
本
は
延
慶
年
間
の
写
本
を
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
と

さ
れ
、
延
慶
本
を
最
古
態
本
と
し
て
位
置
づ
け
る
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近

時
、
応
永
書
写
本
に
至
る
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

４
）

現
存
の
応
永
書
写
の
延
慶
本
を
も
っ
て
建
武

四
年
に
先
立
つ
本
文
と
見
る
こ
と
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
状
況
に
あ
る
。ま
た
、

早
川
厚
一
氏
は
、『
闘
諍
録
』
巻
八
之
上
・
下
の
二
巻
に
は
南
都
本
的
本
文
の
流

入
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
検
証
さ
れ
て
お
り
、

５
）

い
ず
れ
に
し
て
も
、『
闘
諍
録
』が

依
拠
し
た
で
あ
ろ
う
先
行
の
『
平
家
物
語
』
本
文
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
延
慶

本
的
本
文
と
の
見
方
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
る
べ
き

時
期
に
至
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

高 山 利 弘

― ―167



二

『
闘
諍
録
』
の
本
文
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
先
行
本
文
か
ら
の
省
筆

あ
る
い
は
略
述
が
指
摘
さ
れ
、
表
現
の
上
で
飛
躍
や
混
乱
あ
る
い
は
方
法
上
の

欠
陥
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
松
波
久
子
氏

が
示
さ
れ
た
一
例
、
巻
一
之
上
「
十
八

山
門
大
衆
、
捧

神
輿

下
洛
事
」
の

一
文
、蔵

人
の
左
少
弁
兼
光
、
仰
せ
を
蒙
つ
て
、
先
例
を
大
外
記
に
尋
ね
申
さ
れ

け
り
。
又
殿
上
に
公
卿

議
有
り
。
保
安
四
年
の
例
に
任
せ
て
、
祇
園
の

別
当
に
仰
せ
て
、
彼
の
社
に
入
れ
奉
り
、
本
山
に
送
り
奉
る
べ
き
由
、
議

定
有
り
。

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

６
）

白
山
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
師
高
・
師
経
兄
弟

の
処
罰
を
求
め
て
強
訴
し
た
山
門
大
衆
を
め
ぐ
る
公
卿

議
を
描
く
場
面
で
あ

る
が
、
他
の
諸
本
に
お
け
る
該
当
本
文
は
、
た
と
え
ば
延
慶
本
を
も
っ
て
示
す

と
、

蔵
人
左
少
弁
仰
ヲ
奉
テ
、
先
例
ヲ
出
羽
守
師
尚
ニ
被

尋
。「
保
安
四
年
卯

七
月
神
輿
入
洛
ノ
時
ハ
、
座
主
ニ
仰
テ
、
神
輿
本
山
ヘ
被

奉

送
。
又
保

延
四
年
午

御
入
洛
ノ
時
ハ
、
祇
園
ノ
別
当
ニ
仰
テ
、
神
輿
祇
園
社
奉

送
」

ト
勘
申
ケ
レ
バ
、
殿
上
ニ
テ
公
卿

議
有
テ
、「
今
度
ハ
可

為

保
延
例

」

ト
テ
、「
神
輿
ヲ
祇
園
社
ヘ
可

奉

渡
」
之
由
、
諸
卿
一
同
ニ
被

申
ケ
レ

バ
、
…
…

（
巻
一

卅
七

毫
雲
事
）

と
な
る
。
長
門
本
・
四
部
本
・
覚
一
本
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
延
慶
本
に
よ
れ

ば
、
傍
線
部
分
に
見
る
よ
う
に
、
保
安
の
例
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
神
輿
は
赤
山

（
傍
線
部
分
「
本
山
」
は
「
赤
山
」
の
誤
り
）
へ
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
保
延

の
例
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
祇
園
へ
神
輿
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
と
こ
ろ
を
、

『
闘
諍
録
』は
保
安
と
保
延
の
例
を
一
つ
に
し
て
し
ま
い
、

保
安
の
例
に
従
っ

て
、
神
輿
を
祇
園
へ
入
れ
た

と
す
る
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
『
一
代
要
記
』
も
延
慶
本
と
同
様
で
あ
る
。

６
）

し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
に

関
す
る
限
り
、『
闘
諍
録
』の
略
述
性
あ
る
い
は
抄
出
的
傾
向
お
よ
び
文
脈
の
飛

躍
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
南
都
本
お
よ
び
『
盛
衰
記
』
を
見
る
と
、

・『
盛
衰
記
』

蔵
人
左
少
弁
兼
光
仰
ヲ
奉
テ
、
先
例
ヲ
大
外
記
師
尚
ニ
被

尋
ケ
ル
上
、
院

ノ
殿
上
ニ
テ
公
卿

議
ア
リ
。
保
安
四
年
ノ
例
ト
テ
、
神
輿
ヲ
祇
園
社
ヘ

可

奉

渡
之
由
、
諸
卿
各
申
ケ
レ
バ
、
…

（
巻
四
）

・
南
都
本

院
ノ
殿
上
ニ
テ
俄
ニ
公
卿

議
ア
リ
。
蔵
人
左
少
弁
兼
光
ニ
仰
テ
、
先
例

ヲ
大
外
記
師
尚
ニ
尋
ラ
ル
。
「
保
安
四
年
七
月
ニ
神
輿
入
洛
ノ
時
、
祇
園

別
当
ニ
仰
テ
祇
園
社
ヘ
入
レ
奉
ル
。
今
度
モ
保
安
ノ
例
タ
ル
ベ
シ
。」
ト

テ
、
…
…

（
巻
一
）

と
あ
る
よ
う
に
、『
闘
諍
録
』
同
様
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
闘
諍

録
』
の
当
該
箇
所
が
、
延
慶
本
的
本
文
か
ら
の
抄
出
あ
る
い
は
略
述
に
由
来
す

る
と
は
断
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
仮
に
、
南
都
本
・『
盛
衰
記
』
的
な
本
文

を
ふ
ま
え
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
延
慶
本
的
本
文
を
前
提
と
し
た
場
合
に
指

摘
し
う
る
文
脈
の
飛
躍
や
混
乱
は
、
南
都
本
や
『
盛
衰
記
』
の
問
題
で
も
あ
り
、

『
闘
諍
録
』
固
有
の
問
題
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ

そ
の
場
合
、『
闘
諍
録
』の
作
者
は
、
歴
史
事
実
と
し
て
は
齟
齬
の
あ
る
先
行
本

― ―168
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文
の
内
容
を
無
批
判
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。し
た
が
っ
て
、

『
闘
諍
録
』に
見
え
る
省
筆
・
略
述
に
よ
る
文
脈
の
飛
躍
や
混
乱
は
、『
闘
諍
録
』

作
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、『
闘
諍
録
』が
依
拠
し
た
先
行
本
文
に

起
因
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
延

慶
本
的
本
文
の
存
在
を
前
提
と
し
た
『
闘
諍
録
』
の
本
文
の
検
討
は
一
考
を
要

す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

『
闘
諍
録
』
の
略
述
性
の
問
題
を
考
え
る
に
際
し
、
小
稿
に
お
い
て
検
討
対

象
と
す
る
の
は
、
巻
一
之
下
の
冒
頭
の
天
台
座
主
明
雲
を
め
ぐ
る
一
連
の
叙
述

で
あ
る
。
ま
ず
は
対
象
部
分
の
本
文
を
示
す
。

○ａ
「
一

天
台
座
主
明
雲
大
僧
正
、
被

止

公
上

事
」

安
元
三
年
五
月
五
日
、
天
台
座
主
明
雲
大
僧
正
、
公く
上じやうを
止
め
ら
る
。

蔵
人
を
遣
は
し
て
、
御
本
尊
を
召
し
返
す
。
即
て
、
神
輿
を
振
り
奉
る

大
衆
の
張
本
を
召
さ
る
べ
し
と
云
々
。「
加
賀
国
に
座
主
の
御
坊
領
在

り
、
師
高
停
廃
の
間
、
其
の
宿
意
に
依
り
、
門
徒
の
大
衆
を
語
ら
ひ
て

訴
訟
を
致
さ
れ
け
れ
ば
、
既
に
朝
家
の
御
大
事
に
及
ば
ん
と
欲す
」
と
、

西
光
法
師
父
子
共
に
讒
奏
せ
し
む
る
故
に
、法
皇
大
き
に
逆
鱗
有
つ
て
、

殊
に
座
主
を
重
罪
に
行
は
る
べ
き
由
、
思
食
さ
れ
け
り
。

○ｂ
「
二

宮
、
成

天
台
座
主

事
」

同
じ
き
七
日
、
宮
、
天
台
座
主
に
成
ら
せ
た
ま
ふ
。
覚
快
法
親
王
是
れ

な
り
。
鳥
羽
院
の
第
七
の
皇
子
、
故
青
蓮
院
の
大
僧
正
行
玄
の
御
弟
子

な
り
。
五
十
六
代
の
座
主
に
相
ひ
当
た
り
給
ふ
。
伝
教
大
師
の
記
文
に

云
は
く
、「
王
子
、
天
台
座
主
に
成
り
た
ま
は
ば
、
末
世
と
思
ふ
べ
し
」

と
。「
世
既
に
末
に
臨
め
り
」
と
人
申
し
蓬
へ
り
。

○ｃ
「
三

明
雲
、
可

被

行

罪
科

宣
旨
状
」

同
じ
き
日
、
明
雲
僧
正
を
罪
科
に
処
す
べ
き
宣
旨
の
状
に
称いは
く
、

以
下
、
宣
旨
本
文
の
引
用
は
省
略

○ｄ
「
四

山
門
大
衆
奏
聞
状

送

副
入
道
相
国
方

之
状
」

同
じ
き
十
二
日
、
前
の
座
主
明
雲
僧
正
〔
顕
通
大
納
言
の
御
子
な

り
。〕、
所
職
を
止
め
ら
れ
、
検
非
違
使
二
人
を
付
け
て
水
火
の
責
め
に

及
ば
し
む
。
剰
へ
十
五
日
、
死
罪
一
等
を
減
じ
て
遠
流
せ
ら
る
べ
し
と
、

法
家
に
勘
へ
申
さ
し
む
る
由
、
其
の
聞
え
有
り
。
大
衆
、
又
奏
状
を
捧

げ
て
天
聴
を
驚
か
す
。
其
の
奏
聞
の
状
に
云
は
く
、

以
下
、
奏
聞
状
本
文
の
引
用
は
省
略

抑
、
此
の
状
を
誰
に
就
き
て
奏
聞
す
べ
き
か
の
由
、

義
せ
し
む
る

程
に
、
福
原
の
入
道
大
相
国
に
申
す
べ
し
と
、
定
め
訖
ん
ぬ
。
此
れ
に
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依
つ
て
十
七
日
、
又
奏
聞
の
状
に
私
の
状
を
副
へ
て
送
ら
し
む
。
其
の

状
に
云
は
く
、

以
下
、
清
盛
宛
の
私
の
状
の
引
用
は
省
略

と
此
れ
を
書
き
、
所
司
等
を
以
つ
て
福
原
へ
遣
は
す
。
其
の
上
、
大
衆

猶
参
洛
す
べ
き
由
、
風
聞
有
り
け
れ
ば
、
内
裏

び
に
院
の
御
所
法
住

寺
殿
に
軍
兵
等
を
召
さ
れ
け
る
間
、
京
中
何
と
無
く
騒
ぎ
逢
へ
り
。

○ｅ
「
五

明
雲
罪
過
被

定

軽
重

議
」

同
じ
き
廿
日
、
前
の
座
主
罪
科
の
事
を

議
せ
ら
れ
ん
が
為
に
、
太

政
大
臣
・
左
右
大
臣
已
下
、
公
卿
十
三
人
参
内
せ
し
む
。
陣
の
座
に
列

し
て
各
おのおの

定
め
申
さ
れ
け
り
。

其
の
中
に
太
政
大
臣
師
長
・
右
衛
門
督
藤
原
朝
臣
忠
親
・
左
大
弁
宰

相
長
方
朝
臣
等
、
法
家
の
勘
文
に
任
せ
て
定
め
申
さ
れ
け
る
は
、「
早
く

死
罪
一
等
を
減
じ
て
遠
流
せ
ら
る
べ
き
条
、
彼
の
明
雲
大
僧
正
は
兼
学

顕
密
、
浄
行
持
律
の
上
、
一
乗
妙
経
を
以
つ
て
公
家
に
授
け
奉
り
、
菩

薩
戒
を
以
つ
て
法
皇
〔
後
白
川
是
れ
な
り
。〕
に
授
け
奉
る
。
而
る
に
忽

に
還
俗
せ
し
め
て
流
刑
に
処
す
る
条
、
頗
る
猶
預
に
及
ぶ
べ
き
議
か
。

宜
く
勅
定
在
る
べ
し
」
と
、
憚
る
所
無
く
申
さ
れ
け
れ
ば
、
当
座
の
諸

卿
、
悉
く
長
方
卿
の
儀
に
付
き
、
同
じ
申
さ
れ
け
れ
ど
も
、
法
皇
の
御

感
欝
り
深
か
り
げ
れ
ば
、
遂
に
流
罪
に
定
め
ら
れ
に
け
り
。

太
政
入
道
も
此
の
事
を
申
し
宥
め
ん
が
為
に
、
山
門
の
奏
状

び
に

私
の
書
状
を
帯
し
て
院
参
せ
ら
れ
け
れ
ど
も
、
御
風かざ
気け
の
由
仰
せ
有
つ

て
、
御
前
に
も
召
さ
れ
ざ
る
間
、
入
道
欝
り
深
く
し
て
罷
り
出
で
ら
れ

け
り
。

『
闘
諍
録
』
巻
一
之
下
は
、
十
二
巻
本
で
は
巻
二
に
該
当
す
る
巻
で
あ
る
が
、

そ
の
冒
頭
部
分
に
は
、
他
の
諸
本
同
様
に
、
白
山
事
件
の
関
係
者
の
処
罰
を
求

め
て
山
門
大
衆
が
強
訴
し
た
た
め
、
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
た
明
雲
座
主
の
処
罰

に
関
す
る
一
連
の
叙
述
が
あ
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、

①
明
雲
の
後
任
と
し
て
天
台
座
主
に
就
任
す
る
七
宮
（
覚
快
法
親
王
）
に

対
す
る
批
判
的
な
立
場
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と

②
明
雲
流
罪
を
め
ぐ
る
大
衆
の
反
発
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と

の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
確
認
し
て

お
く
。

ま
ず
①
に
関
し
て
は
、
○ｂ
「
二

宮
、
成
二
天
台
座
主
一
事
」
に
お
い
て
、

「
伝
教
大
師
の
記
文
」な
る
未
来
記
の
存
在
を
示
し
、

王
子
が
座
主
に
な
る
時

は
末
世
で
あ
る

と
い
う
批
判
が
示
さ
れ
、

末
の
世

で
あ
る
と
人
々
の
言
葉

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
た
と
え
ば
延
慶
本
は
、

十
一
日
、
七
宮
、
天
台
座
主
ニ
ナ
ラ
セ
給
。
鳥
羽
院
第
七
宮
、
故
青
蓮
院

大
僧
正
行
玄
ノ
御
弟
子
也
。

（
二

七
宮
天
台
座
主
ニ
補
給
事
）

と
い
う
、
き
わ
め
て
簡
略
な
記
録
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、『
闘
諍
録
』が
示
す

七
宮
へ
の
批
判
は
特
異
と
い
え
る
だ
ろ
う
。『
闘
諍
録
』が
示
す「
大
師
の
記
文
」

な
る
も
の
に
つ
い
て
は
明
か
で
は
な
い
も
の
の
、
続
く
○ｃ

三

明
雲
、
可

被

行

罪
科

宣
旨
状
」
に
示
さ
れ
て
い
る
宣
旨
は
、『
玉
葉
』に
も
記
載
さ
れ
、
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ま
た
『
盛
衰
記
』
に
も
見
え
て
い
る
。『
闘
諍
録
』
が
何
に
依
拠
し
た
の
か
は
明

確
で
は
な
い
も
の
の
、『
闘
諍
録
』作
者
が
外
部
の
文
献
へ
の
関
心
を
示
し
、
そ

れ
を
物
語
世
界
に
取
り
込
も
う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。そ
れ
は
続
く
○ｄ

四

山
門
大
衆
奏
聞
状

送

副
入
道
相

国
方

之
状
」
に
お
い
て
、山
門
大
衆
が
明
雲
の
処
遇
め
ぐ
る
不
満
を
訴
え
る
た

め
の
「
奏
聞
状
」
を
し
た
た
め
て
法
家
へ
訴
え
よ
う
と
し
、
さ
ら
に
は
、
清
盛

に
私
信
を
送
っ
て
奏
聞
状
の
取
り
次
ぎ
を
依
頼
す
る
な
ど
の
独
自
の
展
開
が
描

か
れ
、
さ
き
の
『
闘
諍
録
』
本
文
の
引
用
に
際
し
て
は
省
略
し
た
も
の
の
、
実

際
に
は
「
宣
旨
」「
奏
聞
状
」「
清
盛
宛
私
信
」
は
す
べ
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、

『
闘
諍
録
』
作
者
の
並
々
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

『
闘
諍
録
』
に
お
い
て
、
覚
快
法
親
王
へ
の
批
判
的
な
立
場
が
う
か
が
わ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
源
健
一
郎
氏
は
、
こ
の
記
事
の
背
景
に
は
門
跡
の
対
立
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。

８
）

す
な
わ
ち
、
覚
快
法
親
王
は
青

蓮
院
門
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
覚
快
法
親
王
に
対
す
る
批
判
は
、
青
蓮
院
門
跡

と
対
立
し
、
明
雲
が
所
属
す
る
梶
井
門
跡
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
当
時
の
歴
史
的
状
況
を
も
の
が
た
る
資
料
と
し
て
、
三
条
実

房
の
『
愚
昧
記
』
の
記
述
に
着
目
し
た
い
。

七
宮
覚
快
法
親
王
の
天
台
座
主
就
任
に
つ
い
て
、関
連
す
る
と
思
わ
れ
る『
愚

昧
記
』
の
記
述
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

９
）

・
安
元
三
年
五
月
六
日
条

申
刻
許
参

三
条
殿
、
晩
頭
帰

之
後
、
以

清
光

示
給
云
、「
以

光
能
朝

臣

、
自

院
仰
給
云
『
大
衆
可

参
洛

之
由
』
云
々
。
今
夜
行

幸
法
住
寺

殿
、
暫
御
経
廻
如
何
」。
申
云
、「
行
幸
条
、
不

可

候
事
也
。
任

例
早
可

被

防

切
堤
。
動
及

行
幸
之
儀
、
尤
不
便
事
也
」。
凡
近
日
連
夜
京
中
騒

動
奔
走
云
々
。
如

此
事
、
是
偏
是
末

マ
マ
）

世
之
令

然

。

・
同
年
五
月
七
日
条

伝
聞
、
七
宮
可

補

座
主

給

云
々
、
検
非
違
使
被

召
立

了
云
々
、
吉

凶
縄
之
謁
已

カ
）

是

。

・
同
年
五
月
八
日
条

参

七
宮
、
則
拝
謁
之
後
、
頃
之
退
出
。
宮
示
給
云
、「
可

補

座
主

者
、

内
々
可

蒙

仰

。
而
未

有

其
事
。
付

被

仰
之
詞

可

申

子
細

也
。

而
全
無

承

仰
事
。
只
人
々
告
示
也
。
凡
ハ
齢
未

、
只
今
無

天
台
座

主
之
望
、
況
於

近
日
者

哉
。
明
雲
門
徒
広
者
也
。
大
衆
等
定
弥
蜂
起

。

無

極
之
不
祥
也
、
已
是
可

云

勅
勘

」
云
々
。
参

上
西
門
院
、
欲

令

申

此
旨
。而
以

閭
巷
之
説

難

申

此
事

。今
日
可

被

補
之
由
、

権
中
納
言
来
示
。
是
依

催
可

奉
行

之
故
云
々
。
於

被

補
了
者
、
又
申

而
無
益

云
々
。
余
申
云
、「
仰
旨
可

然

。
但
已
是
理
運
事
也
。
偏
令

固
辞

申
給
、
冥
顕
有

恐

。
随

内
々

自

院
不

令

申
御
之
条
、
頗
不

審
。
有

不
快
之
気

。
其
上
令

固
辞

申
給
者
、
可

有

憚
事

也
。
雖

令

補
給

之
後
、
一
旦
実
ニ
モ
如

上
西
門
院
ニ
令

申

子
細

給
、
何
事

候
哉
」。
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訓
読
文
を
も
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

安
元
三
年
五
月
六
日
条

申
の
刻
許
り
に
三
条
殿
へ
参
り
、
晩
頭
に
帰
ら
ん
か
の
後
、
清
光
を
以
て

示
し
給
ひ
云
は
く
、「
光
能
朝
臣
を
以
て
院
よ
り
仰
せ
給
ひ
て
曰
く
、『
大

衆
参
洛
す
べ
き
由
』
と
云
々
。
今
夜
法
住
寺
殿
へ
の
行
幸
、
暫
く
御
経
廻

は
如
何
」
と
。
申
し
て
云
は
く
、「
行
幸
の
条
、
候
は
ざ
る
べ
き
事
な
り
。

例
に
任
せ
て
切
堤
を
防
が
る
べ
し
。
動やや
も
す
れ
ば
、
行
幸
の
儀
に
及
ぶ
、

尤
も
不
便
の
事
な
り
」
と
。
凡
そ
近
日
連
夜
の
京
中
騒
動
奔
走
と
云
々
。

此
の
如
き
事
、
是
偏
に
末
世
の
然
ら
し
む
る
か
。

同
年
五
月
七
日

伝
へ
聞
く
、
七
宮
座
主
に
補
せ
給
ふ
べ
し
と
云
々
。
検
非
違
使
に
召
し
立

て
ら
れ
了
ん
ぬ
と
云
々
。
吉
凶
の
縄
の

は
已
に
是
か
。

同
年
五
月
八
日
条

七
宮
に
参
り
、
則
ち
拝
謁
の
後
、
頃

之

しばらくあって
退
出
す
。
宮
、
示
し
給
ひ
て
云

は
く
、

○ａ「
座
主
に
補
す
べ
き
者
は
、
内
々
仰
せ
を
蒙
る
べ
き
か
。
而
る
に

未
だ
其
の
事
有
ら
ず
。仰
せ
ら
る
ゝ
詞
に
付
き
て
子
細
を
申
す
べ
き
な
り
。

ｂ而
る
に
全
く
仰
せ
を
承
る
事
無
し
。
人
々
告
げ
示
す
な
り
。

ｃ凡
そ
は
齢
未

だ

け
ず
。
只
今
天
台
座
主
の
望
み
無
し
。
況
や
近
日
の
者
に
お
い
て
を

や
。
明
雲
は
門
徒
広
き
者
な
り
。
大
衆
等
、
定
め
て
弥
いよいよ

蜂
起
か
。
極
り
無

き
不
祥
な
り
。
已
に
是
れ
勅
勘
か
」
と
云
々
。
上
西
門
院
に
参
り
て
、
此

の
旨
を
申
さ
し
め
ん
と
す
。
而
る
に
閭
巷
の
説
を
以
て
、
此
の
事
申
し
難

き
か
。
今
日
補
さ
る
べ
き
の
由
、
権
中
納
言
来
た
り
て
示
す
。
是
く
催
す

に
依
っ
て
、
奉
行
す
べ
き
故
な
り
と
云
々
。
補
さ
れ
了
ん
ぬ
者
に
お
い
て

は
、
又
申
す
に
無
益
か
と
云
々
。
余
、
申
し
て
云
は
く
、「
仰
せ
の
旨
、
然

る
べ
き
か
。
但
し
、

ｄ已
に
是
理
運
の
事
な
り
。

ｅ偏
に
固
辞
せ
し
め
申
し
給

ふ
は
、
冥
顕
恐
れ
有
ら
ん
か
。
内
々
に
随
ひ
て
院
よ
り
申
さ
し
め
ず
御
し

ま
す
条
、
頗
る
不
審
な
り
。
不
快
の
気
有
ら
ん
か
。
其
の
上
固
辞
せ
し
め

申
し
給
は
ゞ
、
憚
る
事
有
る
べ
き
な
り
。
補
し
給
は
し
む
後
と
雖
も
、
一

旦
実
に
も
上
西
門
院
に
子
細
を
申
さ
し
め
給
ふ
が
如
し
。
何
事
か
候
は
ん

や
。」

覚
快
法
親
王
の
座
主
就
任
は
、『
百
錬
抄
』等
に
よ
れ
ば
安
元
三
年
五
月
十
一

日
の
こ
と
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
『
平
家
物
語
』
諸
本
も
同
日
の
こ
と
と
す
る
。

し
か
し
、『
闘
諍
録
』
の
み
「
五
月
七
日
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
『
愚
昧
記
』
同

日
条
に
見
え
る
七
宮
が
座
主
に
就
任
す
る
と
い
う
風
聞
を
承
け
て
の
記
述
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。『
愚
昧
記
』翌
五
月
八
日
の
条
に
は
、
実
房
自
身
が
七
宮
に
拝

謁
し
、
そ
の
際
の
両
人
の
会
談
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
七
宮
は
、
○ａ
座

主
就
任
が
決
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
に
内
示
が
な
い
こ
と
、
○ｂ
自
身

は
何
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、
人
々
が
こ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
、

○ｃ
自
分
は
ま
だ
年
齢
が
若
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
座
主
就
任
を
望
ん
で
い
な
い

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
七
宮
は
四
十
四
歳
で
あ
っ
た
が
、
当
人
と

し
て
は
座
主
と
し
て
は
若
す
ぎ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

座
主
就
任
に
否
定
的
な
七
宮
に
対
し
、
実
房
は
ｄ
七
宮
の
座
主
就
任
は
理
に

叶
っ
た
こ
と
で
あ
り
、ｅ
む
し
ろ
固
辞
す
る
こ
と
は
冥
顕
の
恐
れ
あ
り
と
し
て
、
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七
宮
に
座
主
就
任
を
勧
め
て
い
る
が
、
七
宮
本
人
に
は
い
く
ば
く
か
の
不
満
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
前
々
日
の
五
月
六
日
の
条
に
は
、「
末
世
」と
い
う

言
葉
も
見
え
て
お
り
、
こ
の
部
分
の
叙
述
の
背
景
と
し
て
、
門
跡
の
対
立
状
況

を
考
慮
せ
ず
と
も
、
当
時
の
記
録
文
献
等
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
り

立
ち
う
る
本
文
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五

続
い
て
、
明
雲
の
処
罰
を
め
ぐ
る『
闘
諍
録
』の
記
述
に
つ
い
て
。『
闘
諍
録
』

で
は
、
①
五
月
十
二
日
に
明
雲
が
職
務
を
停
止
さ
れ
、

水
火
の
責
め

す
な
わ

ち
水
と
火
を
使
わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
刑
罰
に
及
ん
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
②

十
五
日
に
は
死
罪
を
一
等
減
じ
て
遠
流
と
す
る
こ
と
を
、
法
家
の
判
断
に
委
ね

た
と
す
る
。
③
大
衆
は
そ
う
し
た
明
雲
に
対
す
る
措
置
の
不
当
性
を
奏
状
と
し

て
し
た
た
め
、
福
原
の
清
盛
の
も
と
に
送
り
、
取
り
次
ぎ
を
依
頼
す
る
。
す
な

わ
ち
、『
闘
諍
録
』に
お
い
て
は
、
③
に
お
け
る
大
衆
の
反
発
は
明
雲
の
流
罪
に

向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
引
用
し
た
『
闘
諍
録
』
本
文
に
お
い
て

省
略
し
た
、「
大
衆
の
奏
状
」の
冒
頭
部
分
も
、
明
雲
の
流
罪
に
反
対
す
る
次
の

よ
う
な
文
言
に
な
っ
て
い
る
。

右
、
座
主
は
是
れ
法
燈
を
挑
ぐ
る
の
職
、
戒
光
を
伝
ふ
る
の
仁
な
り
。
若

し
重
科
に
処
し
配
流
せ
ら
れ
ば
、
豈
天
台
の
円
宗
忽
ち
に
滅
び
、
菩
薩
の

大
戒
永
く
失
は
る
る
に
非
ず
や
。
茲
に
因
つ
て
、
我
が
山
開
闢
の
後
、
貫

主
の
理
乱
是
れ
異
な
り
と
い
へ
ど
も
、
一
山
の
安
危
時
に
随
ふ
と
い
へ
ど

も
、
只
き

敬きやうの
み
有
り
て
都
て
流
罪
の
例
無
し
。

と
こ
ろ
で
延
慶
本
の
当
該
箇
所
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。、

十
二
日
、
先
座
主
、
所
職
ヲ
被

止
之
上
、
検
非
違
使
二
人
付
テ
水
火

ノ
責
ニ
及
。此
事
ニ
ヨ
リ
テ
、大
衆
又
奏
状
ヲ
捧
テ
憤
申
ス
。
猶
可

参
洛

之
由
聞
ケ
レ
バ
、
内
裏

ニ
法
住
寺
殿
ニ
軍
兵
ヲ
被
ル

召
集
メ

。
京
中
ノ
貴

賤
騒
ア
ヘ
リ
。
大
臣
、
公
卿
馳
参
ル
。

（
三

明
雲
僧
正
流
罪
定
事
）

傍
線
部
分
に
見
る
よ
う
に
、
延
慶
本
に
お
け
る
大
衆
は
、
明
雲
が

水
火
の
責

め

を
受
け
た
こ
と
に
対
し
て
奏
状
を
し
た
た
め
て
憤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

奏
状
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
大
衆
の
怒
り
が
水
火
の
責
め

に
向

け
ら
れ
て
い
る
点
は
、『
闘
諍
録
』以
外
の
諸
本
に
共
通
し
て
お
り
、
大
衆
の
憤

り
の
対
象
を
め
ぐ
っ
て
整
合
性
を
有
す
る
の
は
『
闘
諍
録
』
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。『
闘
諍
録
』は
他
の
諸
本
に
見
え
な
い
独
自
の
資
料
を
う
ま
く
使
い
こ
な

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
明
雲
の
罪
科
は
、
○ｅ
「
五

明
雲
罪
過
被

定

軽
重

議
」
に
お
い

て
描
か
れ
る
公
卿

議
の
場
で
決
定
さ
れ
る
。
当
日
の
議
事
は
、
末
座
の
藤
原

長
方
が
、「
猶
預
に
及
ぶ
べ
き
議
か
」す
な
わ
ち
、
明
雲
の
罪
科
は
問
う
べ
き
で

は
な
い
旨
を
発
言
し
、
出
席
の
諸
卿
は
「
悉
く
長
方
卿
の
儀
に
付
」
い
て
、「
同

じ
申
」し
た
こ
と
に
よ
っ
て
決
着
を
み
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、「
法
皇
の
御
感
欝

り
深
」
く
、
一
転
流
罪
が
決
定
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
一
節
を
め

ぐ
っ
て
学
術
文
庫
本
は
、

長
方
の
発
言
に
よ
っ
て
結
論
が
出
た
に
も
関
わ
ら
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ず
、
冒
頭
に
太
政
大
臣
師
長
と
右
衛
門
督
藤
原
忠
親
、
そ
し
て
長
方
の
三
人
の

名
を
挙
げ
た
こ
と
に
よ
る
文
脈
の
混
乱

を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
長
方

の
発
言
で
あ
る
こ
と
が
、
最
後
に
な
っ
て
わ
か
る
と
い
う
表
現
の
わ
か
り
に
く

さ
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
公
卿

議
に
つ
い
て
は
、『
玉
葉
』安
元
三
年
五
月
二
十
一
日
の
条
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
訓
読
文
を
も
っ
て
示
す
。

太
政
大
臣
・
右
衛
門
督
藤
原
朝
臣
・
長
方
朝
臣
等
、
定
め
申
し
て
云
は
く
、

法
家
所
当
の
罪
状
を
勘
へ
了
ん
ぬ
。
一
等
を
減
じ
配
流
す
。
異
議
に
及
ぶ

べ
か
ら
ざ
る
か
。
但
し
、
そ
の
罪
謀
反
に
渉
る
由
こ
れ
を
勘
へ
申
す
。
理

然
る
べ
し
と
雖
も
、
事
訴
訟
よ
り
起
こ
り
、
裁
報
を
蒙
ら
ん
た
め
、
衆
徒

を
催
し
、
陣
頭
に
参
ら
し
む
。
そ
の
間
の
狼
藉
の
事
、
若
し
は
図
ら
ざ
る

に
出
づ
。
偏
に
謀
反
に
処
し
難
き
か
。
然
り
と
雖
も
衆
徒
の
騒
動
、
か
れ

の
結
構
た
る
由
、
既
に
以
て
露
見
あ
れ
ば
、
豈
霜
刑
を
遁
る
べ
け
ん
や
。

須
ら
く
法
に
任
せ
行
は
る
べ
き
処
、
明
雲
は
一
条
妙
経
を
以
て
公
家
に
授

け
奉
り
、
菩
薩
浄
戒
を
以
て
、
法
皇
に
授
け
奉
る
。
而
る
に
忽
ち
に
還
俗

せ
し
め
、
流
罪
に
処
す
る
条
、
頗
る
予
議
に
及
ぶ
べ
き
や
。
宜
し
く
勅
定

に
在
る
べ
し
。
右
大
臣
、
中
宮
大
夫
藤
原
朝
臣
等
、
定
め
申
し
て
云
は
く
、

大
略
長
方
朝
臣
定
め
申
す
に
同
ず
。

『
玉
葉
』
に
お
け
る
公
卿

議
の
結
論
と
し
て
は
、
法
家
の
判
断
と
し
て
流
罪

と
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

議
の
場
で
は
明
雲
の
流
罪
は
支
持
さ
れ

ず
、
後
白
河
院
の
勅
定
に
委
ね
る
と
い
う
、『
闘
諍
録
』と
同
様
の
展
開
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、『
玉
葉
』の
記
述
に
お
け

る
傍
線
部
分
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
『
闘
諍
録
』
の
当
該

記
事
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、『
闘
諍
録
』に
お
け
る
公

卿

議
の
叙
述
は
、『
玉
葉
』の
記
述
内
容
に
依
拠
し
て
作
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
玉
葉
』
の
末
尾
に
「
大
略
長
方
朝
臣
定
め
申
す
に
同
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、

明
雲
の
罪
科
を
問
う
べ
き
で
は
な
い
と
す
る

議
の
結
論
は
長
方
の
発
言
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
傍
線
を
付
し
た
冒
頭
部
分
に
は
、「
太
政
大

臣
・
右
衛
門
督
藤
原
朝
臣
・
長
方
朝
臣
等
、
定
め
申
し
て
云
は
く
」
と
あ
る
よ

う
に
、
太
政
大
臣
（
藤
原
師
長
）
お
よ
び
右
衛
門
督
藤
原
（
忠
親
）
の
名
も
記

さ
れ
て
お
り
、
発
話
者
が
誰
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、『
玉
葉
』自
体
が
曖
昧

な
記
述
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
闘
諍
録
』に
お
け
る
長
方
の
発

言
の
わ
か
り
に
く
さ
は
、
実
は
『
玉
葉
』
に
見
る
よ
う
な
記
述
に
由
来
す
る
こ

と
に
な
る
。

六

『
闘
諍
録
』
巻
一
之
下
の
冒
頭
部
分
の
特
徴
に
つ
い
て
、
そ
の
独
自
記
事
の

あ
り
方
を
見
て
き
た
が
、
そ
の
背
景
に
依
拠
資
料
が
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
、
そ
の
依
拠
資
料
に
つ
い
て
は
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、『
闘
諍
録
』の

叙
述
に
取
り
込
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
闘
諍

録
』
以
外
の
テ
キ
ス
ト
に
略
述
・
抄
出
と
い
う
特
徴
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
う
。
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こ
う
し
た
依
拠
資
料
を
取
り
込
む
こ
と
は
、『
闘
諍
録
』の
独
自
記
事
で
あ
る

東
国
関
係
の
叙
述
の
あ
り
方
と
も
当
然
関
わ
っ
て
く
る
が
、
外
部
資
料
を
作
品

内
部
に
取
り
込
も
う
と
す
る
『
闘
諍
録
』
姿
勢
を
ど
う
見
る
べ
き
か
、
こ
の
作

品
全
体
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
問
題
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

（
原
稿
提
出
日

平
成
二
十
年
九
月
十
六
日
）

注
１
）
「『
源
平
闘
諍
録
』
そ
の
千
葉
氏
関
係
の
説
話
を
中
心
と
し
て
」（『
東
京
工
業
大
学
人

文
学
論
集
』
１
、
一
九
七
五
・
一
二
、『
日
本
文
学
研
究
大
成
平
家
物
語
Ⅰ
』
に
再
録
）、

「
千
葉
妙
見
宮
の
古
伝
承
と
『
源
平
闘
諍
録
』」（『
妙
見
信
仰
調
査
報
告
書
』（
二
）
一

九
九
三
・
三
）、「
房
総
の
御
家
人
に
つ
い
て
｜
｜『
源
平
闘
諍
録
』
の
頼
朝
挙
兵
説
話
と

『
六
条
八
幡
宮
造
営
注
文
』
の
御
家
人
交
名
｜
｜
」（『
中
世
の
社
会
と
武
力
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
四
）
な
ど
。

２
）
「
千
葉
氏
の
嫡
宗
権
と
妙
見
信
仰
｜
｜『
源
平
闘
諍
録
』
成
立
の
前
提
｜
｜
」（『
千
葉

県
史
研
究
』
６

一
九
九
八
）

３
）

福
田
「
講
談
社
学
術
文
庫
『
源
平
闘
諍
録
』（
下
）「
あ
と
が
き
」、
二
〇
〇
〇
」、
野

口
「
坂
東
平
氏
と
『
平
家
物
語
』
｜
上
総
介
広
常
・『
源
平
闘
諍
録
』・
畠
山
重
忠
の
こ

と
な
ど
」（「
軍
記
と
語
り
物
」
38

二
〇
〇
二
・
三
）、
福
田
「『
源
平
闘
諍
録
』
の
成

立
過
程
｜
｜
千
田
合
戦
と
伊
藤
三
女
の
二
説
話
を
中
心
に
｜
｜
」（『
千
葉
県
史
研
究
』

11

別
冊
『
中
世
の
房
総
、
そ
し
て
関
東
』
二
〇
〇
三
・
三
）

４
）

櫻
井
陽
子
氏
「
延
慶
本
平
家
物
語
（
応
永
書
写
本
）
の
本
文
改
編
に
つ
い
て
の
一
考

察
｜
願
立
説
話
よ
り
」（「
国
語
と
国
文
学
」79

２

二
〇
〇
二
）等
の
一
連
の
御
論
考
。

５
）

「
源
平
闘
諍
録
に
見
え
る
南
都
本
的
本
文
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
学
史
論
｜
島
津
忠

夫
先
生
古
稀
記
念
論
集
』、
一
九
九
七
）

６
）
「『
源
平
闘
諍
録
』
考
｜
本
文
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
｜（
上
）（
下
）」（
大
谷
女
子
大
学

紀
要
14

１
、
14

２
、
一
九
七
九
、
八
〇
）

７
）

『
一
代
要
記
』
保
安
四
年
七
月
十
八
日
条

衆
徒
舁

日
吉
七
社
神
輿

入
洛
。
官
兵
奉

防
之
間
、
奉

寄

河
原

畢
。
忠
盛
朝
臣
於

越
前
国
、
搦

取
神
人

之
故
也
。
又
大
衆
籠

祇
園

之
間
、
遣

忠
盛
・
為
義
等
、
被

追
罰

無

裁
許
。
河
原
神
輿
、
奉

送

赤
山
。

『
一
代
要
記
』
保
延
四
年
四
月
二
十
九
日
条

台
嶺
衆
徒
、
捧

三
社
八
王
子
客
人
十
禅
師
並
祇
園
北
野
京
極
寺
等
神
輿
、
参

陣
頭
。

加
賀
庄
下
司
、
可

勤

馬
上

之
由
、
訴

申
之
。
蒙

裁
許
、
衆
徒
奉

還
神
輿

畢
。

８
）
「
源
平
盛
衰
記
と
天
台
圏
｜
｜
青
蓮
院
門
跡
関
与
説
の
検
証
」（
中
世
文
学
49
号
、
二

〇
〇
四
）

９
）

『
愚
昧
記
』
の
引
用
は
『
陽
明
叢
書
・
記
録
文
書
篇
六
輯
』
に
よ
り
、
高
橋
昌
明
氏

ほ
か
「『
愚
昧
記
』
安
元
三
年
（
治
承
元
）
春
夏
記
の
翻
刻
と
注
釈
（
下
）」（『
文
化
学

年
報
』
23
号
、
二
〇
〇
四
）
を
参
照
し
た
。

＊
使
用
テ
キ
ス
ト
は
、『
闘
諍
録
』
は
講
談
社
学
術
文
庫
本
、『
盛
衰
記
』
は
慶
長
古
活
字
版
、

長
門
本
は
岡
山
大
学
本
（
翻
刻
）
を
用
い
た
。

本
稿
は
、
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「『
源
平
闘
諍
録
』
を
基

軸
と
し
た
古
代
中
世
東
国
を
め
ぐ
る
軍
記
文
学
の
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号
一
九
五
二
〇
一

三
三
）
に
よ
る
成
果
の
一
環
で
あ
る
。
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